
 高齢者が元気に毎日を送るための秘訣は「きょういく（今日行くところがある）」と

「きょうよう（今日用事がある）」だそうです。きっと出かけたり、用事があったりする

ことで、身体を動かし、出会いや役割が生まれ、心身ともに健康で過ごせるという意味なのか

と思います。高齢者の仲間入りをしつつある自分としては、耳に痛い言葉ですが、この言葉を

子どもたちに置き換えてみたら、どうでしょうか。 

 子どもたちの学校での今日の学びはまさしく「教育」「教養」です。そしてそれは卒業後の

「今日行く」「今日の用事」につながっているのかということを考えさせられます。 

今日、学んだことが、明日の行くところ（例えば、お店に買い物に行くときにお金の計算が

できた）に、今日の用事が明日の用事（例えば、学校でやった役割をほめられ、また明日もや

ってみようと思った）につながっているのか…などなど。そんな毎日の積み重ねが自立と社会

参加につながるのだろうと思います。 

在学中に身につけた「教育」「教養」「今日行く」「今日する用」、それが卒業後にもつながる

ように、行くことだけでなく、今日することがある毎日を送れるようにつなげていく

ことも大事ですね。 

 そこにいることで果たせる役割があるということ。それは仕事に限りません。 

「そこにいるだけで周りの人が和やかになる」でもよいのです。そして「その役割があること

で自分も元気になれる」としたら…。そんな暮らしが提供されていることが、卒業後の毎日

を送る上での張り合いになったり、明日を迎えるためのモチベーションになったりす

るのではないか、と思えるのでした。そう思った時、自分は今、何を用意し、何を育てておけ

ばいいのだろうと、考える今日この頃です。           （教育支援チーム） 

 

 

 

✿ 支援室メンバー（教育支援チーム）の紹介 ✿ 

 

 

教育支援だよりは、先生方と支援教育に関する「こんなこと良かった！」「役に立った！」といった情報共有を目的

に発行しています。瀬谷支援学校の取り組みを多くの方に知ってもらうためのおたよりです。 

 

「きょういく」と「きょうよう」 
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ことばで 

  ＊ファンサ：ファンサービスのこと 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

                   

          話し言葉で伝えるより、一目瞭然でわかりやすい！ 

          声を出さずに、遠くからでも伝えられるメリットもありますね。 

 

                 

                      すべてのカゴに目印を 

                       つけず、ひとつだけに目印を 

                      つけたのがポイント！ 

 

 


